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横
浜
歌
人
会
第
2
回
文
学
散
歩
・
即
詠
歌
会
は
5
月
30

日
（
水
）
、
『
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
イ
ン
グ
』
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
と
し

て
開
催
さ
れ
た
。
海
の
上
を
歩
い
て
歌
を
詠
も
う
と
洒
落
た

も
の
だ
。
コ
ー
ス
は
横
浜
大
桟
橋
を
正
午
出
航
し
て
か
ら
1

時
間
45
分
の
横
浜
港
周
遊
。
参
加
者
は
平
日
で
し
か
も
七
〇

〇
〇
円
（
飲
み
物
は
別
途
）
と
い
う
参
加
費
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
三
十
四
名
と
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

『
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
イ
ン
グ
』
は
二
八
〇
〇
ト
ン
で
定
員
六
三

〇
名
、
こ
の
日
横
浜
歌
人
会
は
一
室
を
借
り
切
っ
て
の
ラ
ン

チ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で
、
飲
茶
ラ
ン
チ
を
愉
し
み
な
が
ら
の
懇

親
と
苦
心
の
歌
づ
く
り
。
1
時
間
45
分
の
所
要
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

　

歌
会
は
大
桟
橋
の
傍
の
「
波
止
場
会
館
」
、
提
出
さ
れ
た

ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
即
詠
歌
を
事
務
局
が
ま
と
め
、
山
本
登
志
枝
さ

ん
の
手
際
よ
い
司
会
で
2
時
30
分
か
ら
4
時
30
分
ま
で
し
っ

か
り
お
勉
強
。 
歌
評
は
席
順
に
発
言
し
た
あ
と
、
さ
ら
に
第

二
評
者
の
塩
野
崎
宏
、
中
川
佐
和
子
、
小
林
勝
、
藤
田
絹
子
、

佐
波
洋
子
さ
ん
が
補
足
と
だ
め
押
し
（
？
）
で
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
一
通
り
歌
評
が
す
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
「
吟
行
会
の

意
義
」
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。
吟
行
（
即
詠
）
と
銘
打

つ
以
上
、
作
品
は
場
所
と
題
材
に
ど
の
程
度
制
約
さ
れ
る
か

と
い
う
の
が
実
作
を
見
て
の
疑
問
点
だ
っ
た
。

　

こ
の
問
題
、
ル
ー
ズ
に
考
え
れ
ば
そ
の
場
所
で
歌
ご
こ
ろ

が
触
発
さ
れ
た
も
の
な
ら
ど
ん
な
作
品
で
も
構
わ
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
一
方
吟
行
（
即
詠
）
を
文
字
通
り
の
意
味

に
限
定
す
れ
ば
、
場
所
・
題
材
に
は
自
ず
か
ら
制
約
─
今
こ

飲
茶
と
歌
と
少
し
の
議
論
と

　
　
─
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こ
で
し
か
歌
え
な
い
作
品
─
が
あ
る
と
す
る
。
卑
近
な
問
題

だ
け
に
議
論
が
百
出
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
時
間
切
れ
と
な

っ
た
。
さ
て
皆
さ
ん
の
結
社
な
ど
で
は
吟
行
会
を
ど
う
考
え

ら
れ
て
い
る
の
か
、
第
3
回
の
文
学
散
歩
・
即
詠
歌
会
の
時

に
は
横
浜
歌
人
会
の
意
見
を
統
一
し
て
臨
み
た
い
。

　

そ
れ
も
こ
れ
も
、
実
り
多
き
一
日
で
あ
っ
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

▼ 

第
2
回
文
学
散
歩
・
即
詠
歌
会
の
概
要 

▲

　

横
浜
歌
人
会
の
文
学
散
歩
・
即
詠
歌
会
が
平
成
24
年
5
月

30
日
（
水
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
今
年
で
二
回
目
と
な
り
ま
す
。
文
学
散

歩
の
内
容
は
、
「
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
イ
ン
グ
」
に
乗
船
し
、
横
浜

港
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で
し
た
。

○
日
時
＝
平
成
24
年
５
月
30
日
（
水
）

午
後
12
時
～
午
後
4
時
30
分

○
会
場
＝
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
イ
ン
グ
（
横
浜
港
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
）

波
止
場
会
館
（
即
詠
歌
会
）

○
参
加
費
＝
七
〇
〇
〇
円

○
内
容
＝

・
横
浜
港
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
＝
午
後
12
時
～
1
時
45
分

午
前
11
時
に
横
浜
港
大
さ
ん
橋
国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
（
通
称
・
大
さ
ん
橋
）
に
集
合
し
、
ロ
イ
ヤ
ル
ウ

イ
ン
グ
に
乗
船
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
34
人
。

・
即
詠
歌
会
＝
午
後
2
時
30
分
～
4
時
30
分

即
詠
歌
会
は
、
大
さ
ん
橋
の
入
口
近
く
に
あ
る
「
波

止
場
会
館
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
は
み
な
と
み
ら
い
地
区
が
一
望
で
き
る
場
所
で
、

司
会
は
、
山
本
登
志
子
さ
ん
。
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同
じ
時
の
な
か
で

●
文
学
散
歩
・
即
詠
歌
会
報
告
記
　
髙
橋
み
ず
ほ

　

横
浜
港
大
さ
ん
橋
国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
物
は
、
ウ

ッ
ド
デ
ッ
キ
と
屋
上
の
芝
生
か
ら
で
き
て
い
る
。
ふ
と
足
裏

が
和
ら
ぐ
と
こ
ろ
か
ら
、
緩
や
か
な
ス
ロ
ー
プ
が
タ
ー
ミ
ナ

ル
２
階
の
入
り
口
へ
伸
び
る
。
そ
こ
は
穏
や
か
な
湾
の
波
間

に
開
い
た
薄
い
口
の
よ
う
で
、
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
軽
や

か
に
歩
が
進
む
。

　

「
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
イ
ン
グ
」
の
ク
ル
ー
ズ
で
、
飲
茶
の
昼
食

を
と
り
な
が
ら
の
文
学
散
歩
。
少
し
早
め
の
集
合
時
間
に
待

ち
く
た
び
れ
て
、
と
っ
ぽ
り
と
眠
り
始
め
た
人
を
起
こ
し
て

乗
船
す
る
。

　

ゆ
っ
く
り
と
飲
茶
は
運
ば
れ
て
く
る
。
窓
の
向
こ
う
に
港

の
倉
庫
群
、
ク
レ
ー
ン
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
。
話
を
し
て
は
笑

い
、
い
つ
し
か
み
な
窓
を
見
詰
め
て
い
る
。
薄
曇
る
東
京
湾

に
は
赤
、
青
、
緑
…
、
色
と
り
ど
り
の
タ
ン
カ
ー
が
浮
か
ぶ
。

不
透
明
な
海
面
の
と
お
く
向
こ
う
に
、
つ
な
が
る
相
手
国
が

あ
る
。

　

ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
、
全
身
が
満
た
さ
れ
て

ゆ
く
。
食
事
が
終
わ
る
と
散
り
散
り
に
デ
ッ
キ
へ
出
て
、
風

に
吹
か
れ
て
言
葉
を
つ
む
ぐ
。
白
い
風
車
が
見
え
、
大
さ
ん

橋
に
近
づ
く
と
み
な
慌
し
く
な
っ
て
、
短
冊
に
歌
を
書
き
込

み
、
一
息
つ
く
。

　

船
を
降
り
、
象
の
鼻
パ
ー
ク
に
あ
る
第
二
会
場
「
波
止
場

会
館
」
に
移
動
す
る
。
会
場
は
明
る
く
て
、
窓
か
ら
赤
レ
ン

ガ
倉
庫
、
象
の
鼻
防
波
堤
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
芝
生
の
緑
が
見

え
る
。
歌
会
が
始
ま
る
。
同
じ
時
の
な
か
で
生
ま
れ
た
歌
に

出
会
う
楽
し
さ
。
そ
こ
に
詰
め
ら
れ
た
人
の
思
い
。
港
の
穏

や
か
な
た
ゆ
た
い
か
ら
生
ま
れ
る
言
葉
、
つ
な
が
り
が
、
ゆ

っ
く
り
と
育
ま
れ
て
ゆ
く
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

第
一
回
文
学
散
歩
が
と
て
も
楽
し
く
有
意
義
な
会
で
あ
っ

た
の
で
、
次
回
も
参
加
し
よ
う
と
心
に
決
め
て
い
た
。

　

二
回
目
の
今
回
は
、
横
浜
港
を
巡
る
海
上
散
歩
、
私
に
は

こ
の
日
の
た
め
に
と
っ
て
お
い
た
よ
う
な
初
め
て
の
横
浜
港

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
十
一
時
集
合
の
時
間
よ
り
大
部

早
目
に
横
浜
大
桟
橋
国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
到
着
。
す
で

に
先
着
の
方
々
が
い
ら
れ
た
。

　

う
す
曇
り
の
穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、
み
な
と
み
ら
い

地
区
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
、
本
牧
埠
頭
、
磯
子
の
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
等
、
海
上
な
ら
で
は
の
横
浜
を
一
望
で
き
た
。
船
内
「
ラ

ベ
ン
ダ
ー
」
で
の
飲
茶
ラ
ン
チ
も
そ
こ
そ
こ
に
、
心
は
即
詠

の
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
ひ
た
す
ら
苦
吟
し
て
一
首

が
完
成
し
た
。
片
や
男
性
グ
ル
ー
プ
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み

な
が
ら
歓
談
さ
れ
て
、
余
裕
綽
綽
、
い
つ
短
歌
を
作
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
。
「
男
三
人
歌
話
を
肴
に
酒
酌
め
ば
港
ク
ル
ー
ズ

終
え
て
し
ま
え
り
」（
長
野
義
和
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
「
歌

話
を
肴
」
に
し
て
い
ら
れ
た
の
だ
。
即
詠
に
不
慣
れ
、
苦
手

意
識
を
克
服
せ
ね
ば
と
思
っ
た
こ
と
だ
。

　

同
じ
時
空
を
共
有
し
て
詠
ん
だ
三
十
四
首
は
、
臨
場
感
が

あ
り
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
ラ
ン
チ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
昂

揚
感
が
伝
わ
る
作
品
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

歌
会
の
も
ち
方
も
定
着
し
、
山
本
登
志
枝
さ
ん
の
ソ
フ
ト

で
手
際
よ
い
司
会
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
た
。
質
問
や
即

詠
以
外
の
短
歌
の
問
題
を
話
し
合
う
時
間
が
と
れ
て
中
身
の

濃
い
歌
会
と
な
っ
た
。
小
結
社
に
所
属
す
る
私
に
と
っ
て
エ

キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
楽
し
い
会
で
っ
た
。

　

企
画
運
営
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
委
員
の
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ロ
イ
ヤ
ル
ウ
イ
ン
グ
に
乗
っ
て

●
文
学
散
歩
・
即
詠
歌
会
報
告
記
　
藤
田
絹
子

横
浜
歌
人
会
総
会
・
新
春
歌
会
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
─
平
成
25
年
1
月
27
日
（
日
）
開
催

　

横
浜
歌
人
会
の
総
会
と
新
春
歌
会
を
次
の
と
お
り

開
催
い
た
し
ま
す
。
歌
会
で
は
、
事
前
に
詠
草
を
お

送
り
し
、
参
加
者
で
活
発
な
討
論
、
交
流
を
行
っ
て

い
ま
す
。
会
員
各
位
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
総
会
・
新
春
歌
会
と
あ
わ
せ
懇
親
会
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
お
時
間
の
許
す
範
囲
で
、
そ
れ

ぞ
れ
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
（
12
月
中
旬
に
会
員
の

皆
様
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
）

○
日
時
＝
平
成
25
年
1
月
27
日
（
日
）

午
後
1
時
～
午
後
7
時

○
会
場
＝
馬
車
道
十
番
館

　
　

中
区
常
盤
町
5
─

67
（
関
内
駅
北
口
徒
歩
3
分
）

　
　

電
話045-651-2621

○
内
容
＝

　

・
横
浜
歌
人
会
総
会
（
午
後
1
時
～
午
後
2
時
）

　

・
新
春
歌
会
（
午
後
2
時
～
午
後
5
時
）

　
　
　

参
加
費
二
〇
〇
〇
円

　

・
懇
親
会
（
午
後
5
時
～
午
後
7
時
）

　
　
　

参
加
費
五
〇
〇
〇
円

※
新
春
歌
会
詠
草
に
つ
い
て

平
成
25
年
1
月
15
日
（
火
）
ま
で
に
、
12
月
中

旬
に
お
送
り
す
る
往
復
ハ
ガ
キ
に
記
載
し
返
信

く
だ
さ
い
。
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詠
草
─
文
学
散
歩
・
即
詠
歌
会

平
成
24
年
5
月
30
日
（
水
）
─
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
イ
ン
グ
＆
波
止
場
会
館

・
野
毛
の
丘
に
立
つ
学
舎
を
思
う
と
き
海
の
風
車
は
ゆ
っ
く
り

回
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
向
輝
子

・
象
の
鼻
で
ア
イ
ナ
メ
釣
り
の
老
人
は
釣
れ
ぬ
を
楽
し
む
と
口

ご
も
り
つ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
澤
幸
恵

・
揺
れ
ゆ
れ
て
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
潜
り
ゆ
け
ば
五
月
の
海
は
腕
を

広
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
波
洋
子

・
歌
よ
み
の
は
し
く
れ
い
そ
い
そ
今
日
は
来
ぬ
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
イ

ン
グ
は
白
き
船
体　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
政
男

・
接
岸
を
待
つ
貨
物
船
散
ら
ば
れ
り
言
の
葉
な
ら
ば
釣
り
た
き

も
の
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
暁
子

・
コ
ン
テ
ナ
の
る
い
る
い
と
積
む
港
湾
を
見
つ
つ
ベ
イ
ブ
リ
ッ

ジ
の
橋
下
を
過
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
島
熱
子

・
黒
船
の
泊
ま
り
て
ゐ
た
る
あ
た
り
よ
り
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
イ
ン
グ

旋
回
は
じ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

苅
谷
君
代

・
日
本
の
自
動
車
輸
出
を
支
へ
来
し
埠
頭
に
夏
日
美
し
く
差
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
野
崎
宏

・
悲
し
み
の
魂
を
鎮
め
て
な
ぐ
海
よ
白
船
に
ゆ
く
わ
れ
も
母
な

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
庚
子

・
湾
に
浮
か
び
て
人
笑
う
な
り
笑
い
つ
つ
口
あ
け
て
食
む　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
み
ず
ほ

・
日
本
の
技
術
の
粋
の
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
を
船
は
過
ぎ
ゆ
く
会
釈

し
な
が
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間　

ル
リ

・
ペ
ナ
ン
ト
旗
白
地
に
赤
を
な
び
か
せ
て
わ
が
船
は
ゆ
く
五
月

の
海
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
一
色
容
子

・
初
夏
の
大
桟
橋
に
船
出
待
つ
航
海
終
へ
し
父
待
つ
こ
こ
ろ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
絹
子

・
晴
れ
渡
る
横
浜
港
の
波
静
か
遥
か
の
景
の
君
を
思
い
つ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
け
い
こ

・
弧
り
の
心
の
底
ひ
海
が
あ
り
抱
き
て
六
十
年
横
浜
に
住
む　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
間
裕
子

・
テ
ム
ズ
ま
で
通
ず
る
潮
に
憩
ひ
ゐ
る
象
の
鼻
見
ゆ
金
之
助
見

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

勝

・
薄
曇
る
空
と
海
と
の
寄
り
あ
ひ
て
さ
和
ぐ
る
風
に
鈍
く
明
る

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
恵
一

・
海
鳥
の
翼
の
裡
の
く
ら
ぐ
ら
し
ふ
る
里
の
海
ふ
い
に
想
へ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
宏
子

・
待
ち
あ
わ
す
大
桟
橋
は
さ
ま
が
わ
り
た
だ
に
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ

今
浦
島
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田
幸
子

・
船
旅
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ね
「
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
イ
ン
グ
」
に
横
浜

港
内
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
楽
し　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
八
千
代

・
船
窓
よ
り
ぷ
か
り
桟
橋
見
え
く
れ
ば
名
付
け
し
夫
の
面
影
迫

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
規
子

・
日
の
光
波
間
に
き
ら
ら
き
ら
ら
遊
び
海
は
太
古
の
い
の
ち
を

た
た
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
﨑
美
智
子

・
わ
た
つ
み
の
か
な
た
の
雲
に
入
り
ゆ
け
る
一
つ
汽
船
を
見
送

り
て
ゐ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
登
志
枝

・
長
く
引
く
水
脈
は
今
日
ま
で
生
き
て
来
し
わ
が
人
世
の
ご
と

く
思
は
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
谷
幸
子

・
男
三
人
歌
話
を
肴
に
酒
酌
め
ば
港
ク
ル
ー
ズ
終
え
て
し
ま
え

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
義
和

・
を
ち
こ
ち
の
船
影
か
す
む
う
す
ぐ
も
る
け
ふ
東
京
湾
の
周
遊

の
恋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
島
和
子

・
ク
レ
ー
ン
の
キ
リ
ン
の
並
ぶ
薄
曇
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
鉱
を
持

ち
つ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野
久
美
子

・
海
か
ら
の
横
浜
港
は
ビ
ル
ば
か
り
緑
の
丘
は
さ
っ
ぱ
り
見
え

ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
千
枝
子

・
蝶
タ
イ
の
人
あ
ら
わ
れ
て
客
船
の
デ
ッ
キ
に
深
呼
吸
す
る
ひ

る
さ
が
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
礼
比
子

・
海
の
面
に
白
波
立
つ
を
眺
め
い
て
白
の
淡
さ
は
光
を
持
た
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
佐
和
子

・
う
す
曇
る
横
浜
港
を
縁
ど
り
て
し
づ
か
に
立
て
る
起
重
機
の

群　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
弥
生

・
ク
ル
ー
ズ
に
向
ふ
車
窓
に
き
ら
め
け
る
五
月
の
み
ど
り
あ
ふ

れ
む
ば
か
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
悦
子

・
燈
台
の
白
き
を
見
つ
つ
港
を
出
づ
飲ヤ
ム
チ
ャ茶
を
食
み
終
え
船
旅
も

終
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋
美
代
子

・
た
だ
一
基
横
浜
港
に
立
つ
風
車
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
間
を
動
く

こ
と
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
々
和
久
幸「ロイヤルウイング」を降りて、パチリ！
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詠
草
─
観
月
会

平
成
24
年
10
月
20
日
（
土
）
─
東
天
紅

・
今
晩
の
吾
に
は
添
わ
ぬ
望
月
の
南
天
に
あ
り
猫
の
鳴
き
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
義
和

・
さ
っ
き
ま
で
か
か
り
い
た
り
し
虹
の
暈
脱
ぎ
た
る
月
が
屹
立

し
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
波
洋
子

・
シ
ー
ス
ル
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
月
照
ら
し
傍
ら
の
ひ
と
は
秋

と
つ
ぶ
や
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
佐
和
子

・
ひ
と
り
遊
び
の
散
歩
な
れ
ど
も
は
き
は
き
と
歩
く
性
分
昼
月

か
か
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
こ
ず
ゑ

・
御
来
光
拝
み
心
の
や
す
ら
ぎ
て
振
り
む
く
天
に
月
皓
皓
と　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

静
峰

・
ひ
と
月
に
二
度
も
あ
お
ぎ
し
満
月
を
ブ
ル
ー
ム
ー
ン
と
知
る

月
草
の
庭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田
キ
ヌ
エ

・
月
光
に
晒
さ
れ
雨
戸
を
鎖
す
し
ば
し
行
方
不
明
に
な
る
か
う

つ
し
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
島
熱
子

・
謎
か
け
の
や
う
に
雲
間
に
月
出
で
て
言
問
ふ
「
君
の
余
生
は

何
年
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
北
笑
子

・
三
代
の
栄
耀
町
を
潤
せ
り
人
の
背
見
つ
つ
上
る
月
見
坂　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
絹
子

・
喪
の
家
の
垣
に
張
り
た
る
蜘
蛛
の
巣
を
照
ら
す
月
あ
り　

泣

か
ず
に
お
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野
久
美
子

・
オ
ス
プ
レ
イ
米
兵
犯
罪
沖
縄
の
月
も
激
怒
の
美ち
ゅ

ら
海
の
島　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
之
口
久
司

・
供
え
た
る
だ
ん
ご
犬
に
も
分
け
与
え
一
人
と
一
匹
月
の
出
を

待
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
井
恭
子

・
宙
の
闇
皆
既
月
食
ず
れ
な
が
ら
赤
き
色
を
の
こ
し
て
ゆ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
み
ず
ほ

・
秋
雨
の
小お

止
み
し
空
の
す
き
間
か
ら
包
帯
の
月
し
ま
し
笑
ま

ひ
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
恵
市

・
わ
れ
の
ほ
か
見
上
ぐ
る
者
な
き
満
月
を
褒
め
て
や
ら
ね
ば
終

電
過
ぎ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
々
和
久
幸

・
秋
風
の
水
流
の
ご
と
去
り
し
後
雲
切
れ
月
出
づ
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー

ン
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
美
枝

・
満
ち
潮
に
生
ま
る
る
い
の
ち
月
の
下
秘
な
る
光
を
浴
び
て
佇

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
弥
生

・
階
段
を
せ
わ
し
く
下
り
る
頭
頂
に
お
ぼ
ろ
月
見
ゆ
総
裁
戦
明

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　

昌
子

・
恋
の
歌
詠
み
た
し
と
ふ
と
友
の
言
ふ
通
夜
の
帰
り
の
十
六
夜

の
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
澤
敏
子

・
仲
秋
の
名
月
ひ
と
日
早
く
愛
づ
明
日
襲
来
の
台
風
う
れ
ひ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
原
典
子

・
月
あ
か
り
星
の
あ
か
り
の
路
を
ゆ
く
覚
園
寺
へ
の
く
ら
や
み

参
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
寺
敦
子

・
陽
を
返
す
の
み
な
る
月
の
静
け
さ
よ
鳥
海
山
は
海
に
な
だ
る

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
澤
幸
恵

・
「
さ
げ
さ
せ
て
」
家
々
め
ぐ
る
子
ら
の
声
ふ
る
き
な
ら
は
し

消
え
し
十
五
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
静
枝

・
並
び
立
つ
高
層
ビ
ル
の
窓
毎
に
秋
の
灯
み
ち
て
月
冴
え
わ
た

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
沢
一
男

・
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
は
三
日
月
形
の
意
味
と
知
り
昼
餉
の
パ
ン
を

心
し
て
食
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
谷
幸
子

観
月
会
を

開
催
し
ま
し
た
─
─

　

横
浜
歌
人
会
恒
例
の
観
月
会
が
、

桜
木
町
駅
前
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
に

あ
る
「
東
天
紅
」
で
、
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
と
み
ら
い
地
区
と
野
毛
方
面

も
一
望
で
き
る
、
好
評
な
昨
年
か
ら

の
会
場
で
す
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
遠
く

箱
根
越
し
に
富
士
山
も
見
え
、
懇
親

会
の
頃
に
は
月
も
顔
を
だ
し
ま
し
た
。

　

歌
会
は
、
朝
井
恭
子
さ
ん
の
司
会

で
円
滑
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
参
加

者
と
第
二
評
者
に
よ
る
丁
寧
な
批
評

が
行
わ
れ
、
内
容
の
充
実
し
た
歌
会

と
な
り
ま
し
た
。

▼ 

観
月
会
の
概
要 

▲

○
日
時
＝
平
成
24
年
10
月
20
日
（
土
）

午
後
2
時
～
午
後
7
時

○
会
場
＝
東
天
紅
横
浜
桜
木
町
ワ
シ
ン

ト
ン
ホ
テ
ル
店

○
参
加
者
＝
52
名

歌会
厳しく、そして楽しく！
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・
対
岸
の
灯
の
つ
ら
な
り
の
背
ろ
よ
り
ふ
わ
り
と
の
ぼ
る
淡
紅

の
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
礼
比
子

・
一
叢
の
桔
梗
が
か
も
す
安
ら
ぎ
の
た
ゆ
た
ひ
続
く
月
冴
ゆ
る

路　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
山
昌
子

・
日
盛
り
の
酷
暑
を
孕
み
茫
と
あ
り
東
の
空
に
浮
け
る
半
月　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋
美
代
子

・
月
生あ

れ
し
原
初
の
空
は
如
何
な
ら
む
思
へ
ば
ひ
か
り
と
同
化

す
る
わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刈
谷
君
代

・
決
め
ら
れ
ぬ
こ
と
例
ふ
れ
ば
夕
餉
の
菜さ
い

サ
ッ
カ
ー
の
シ
ュ
ー

ト
国
会
法
案　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
﨑
厚
子

・
砂
色
の
五い
つ
か日
月づ
き

あ
り
背
伸
び
し
て
旅
の
手
提
げ
を
ひ
よ
い
と

掛
け
む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
一
色
容
子

・
中
国
の
遠
の
く
と
思
う
日
々
に
し
て
中
秋
に
月
餅
が
王ワ
ン

さ
ん

よ
り
届
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
間
裕
子

・
リ
ビ
ン
グ
に
月
光
入
る
夜
は
竹
取
り
の
翁ぢ
ぢ

と
語
ら
む
九
人
の

娘
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
暁
子

・
朝
け
よ
り
二
万
歩
以
上
歩
き
ゐ
し
月
照
る
を
知
る
半
地
下
茶

房　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
木
彙
葉

・
月
の
う
さ
ぎ
を
信
じ
し
頃
の
少
年
が
月
夜
に
現
わ
る
紳
士
と

な
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間　

ル
リ

・
限
ら
れ
し
命
を
惜
し
む
夜
の
静し
じ
ま寂
月
下
美
人
の
白
の
か
が
や

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
井
郁
子

・
笑
ひ
ゐ
る
月つ
く
よ
み読
男を
と
こと
思
ふ
ま
で
白
々
澄
め
る
君
と
歩
み
ぬ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
宏
子

・
笛
の
音
が
角
の
家
よ
り
聞
こ
え
き
て
近
づ
き
近
づ
く
『
荒
城

の
月
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
道
子

・
海
峡
の
揺
籃
の
上
で
語
ら
れ
る
月
へ
渡
っ
た
男
の
話　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
山
汀
子

・
台
風
の
吹
き
荒
れ
去
り
し
明
け
の
宙
に
名
月
は
冴
ゆ
、
惜
し

や
戸
を
閉
づ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
八
千
代

・
夜
の
八
時
互
ひ
に
月
を
見
つ
め
む
と
約
束
交
し
し
十
五
の
秋

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
巳
日
出
子

・
金
環
食
に
こ
こ
ろ
動
か
ね
ど
屋
根
に
来
て
夕
月
見
れ
ば
亡
き

息こ
子
お
も
ほ
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
嘉
猷

・
『
月
光
』
を
弾
き
て
聴
か
せ
て
く
れ
し
人
の
面
輪
の
時
に
た

ち
て
く
る
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
田
由
美
子

・
朱
に
染
ま
る
雲
の
大
峰
見
て
を
れ
ば
ふ
い
に
わ
き
く
る
な
み

だ
手
強
は
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
尾　

眞

・
月
光
や
そ
こ
に
あ
る
椅
子
そ
こ
に
い
る
人
夢
な
ら
ば
私
の
も

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
野
裕
之

・
満
月
の
い
や
髙
く
あ
り
ロ
ン
ド
ン
の
選
手
村
に
も
照
ら
し
ゆ

く
ら
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
登
喜
子

・
新
聞
の
山
田
五
十
鈴
を
切
り
抜
き
す
何
に
貺
ろ
う
か
鳥
追

い
す
が
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
政
男

・
日
に
異
に
緑
は
た
け
ぬ
不
穏
の
世
に
嗄
れ
声
髙
ら
か
大
鴉
鳴

け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
中
登
久
子

・
白
々
と
月
中
天
に
か
か
る
と
き
鳴
き
ゐ
し
虫
も
声
を
ひ
そ
め

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
多
豊
明

・
吹
き
ふ
か
れ
風
を
招
き
て
ゆ
ら
ゆ
ら
と
芒
の
銀
を
映て
ら

す
満
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
千
鶴
子

・
世
界
一
長
命
な
野
毛
山
の
カ
ン
ガ
ル
ー
会
う
度
思
い
出
す

　

「
お
ふ
く
ろ
」
と
い
う
言
葉　
　
　
　
　
　
　
　

片
野
浜
子

・
月
の
出
づ
る
方
角
を
ま
ず
聴
き
て
を
り
そ
れ
以
上
の
智
恵
に

は
か
に
湧
か
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
野
崎
宏

「
横
浜
歌
人
会
会
報
」
第
一
〇
五
号
の
ご
案
内

　

次
号
の
会
報
で
は
、
今
年
7
月
に
開
催
し
た
研
究

会
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
を
特
集
し
ま
す
。 

　

今
回
で
第
18
回
と
な
る
研
究
会
で
は
、
一
昨
年
、

昨
年
に
引
き
続
き
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

テ
ー
マ
は
「
『
い
ま
・
こ
こ
』
で
／
を
表
現
す
る

こ
と
」
。
短
歌
と
い
う
表
現
形
式
の
豊
か
さ
や
可
能

性
を
考
え
る
た
め
に
、
文
芸
以
外
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作

家
を
招
き
、
そ
の
方
法
の
特
色
や
意
味
、
ま
た
作
家

と
し
て
の
展
望
な
ど
を
伺
い
な
が
ら
、
議
論
、
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

　

次
号
の
会
報
は
来
年
1
月
の
発
行
予
定
で
す
。
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

▼ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要 

▲ 

○
テ
ー
マ
＝
『
い
ま
・
こ
こ
』
で
／
を
表
現
す
る
こ
と 

○
日
時
＝
平
成
24
年
7
月
27
日
（
金
） 

午
後
6
時
～
午
後
8
時
30
分

○
会
場
＝
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー 

三
〇
一
会
議
室 

○
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
＝  

・
手
嶋
尚
人
さ
ん
（
建
築
／
東
京
家
政
大
学
准
教
授
、

谷
中
学
校
運
営
人
） 

・
伊
東
純
子
さ
ん
（
服
飾
／un:ten

主
宰
） 

・
樋
口
賢
太
郎
さ
ん
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
／

す
い
せ
い
主
宰
） 

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝ 

・
吉
野
裕
之
さ
ん
（
横
浜
歌
人
会
副
代
表
委
員
）

懇親会（乾杯）
窓の向こうは横浜の海です。
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第
二
歌
集
『
葉
漏
れ
日
の
下
』
を
出
版
し
た
の
が
縁
と
な

っ
て
横
浜
歌
人
会
に
入
会
さ
せ
て
頂
い
た
。
元
来
人
づ
き
あ

い
に
苦
手
意
識
を
も
ち
、
で
き
る
丈
そ
の
よ
う
な
機
会
を
持

つ
こ
と
を
避
け
て
き
た
私
だ
っ
た
の
で
、
ひ
っ
そ
り
と
作
歌

を
続
け
て
い
く
つ
も
り
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
人
生
に
は
思
わ

ぬ
出
会
い
や
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
く
る
。
そ
も
そ
も
神
戸
で

生
ま
れ
育
っ
た
私
が
夫
の
転
勤
の
た
め
と
は
い
え
、
横
浜
に

三
十
年
も
住
む
よ
う
に
な
ろ
う
と
は
。
ま
し
て
短
歌
に
捉
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
と
は
。

　

短
歌
を
創
り
始
め
て
十
数
年
、
結
社
に
入
っ
て
十
年
に
な

る
年
に
ふ
と
し
た
出
会
い
と
は
い
え
、
こ
の
伝
統
あ
る
横
浜

歌
人
会
の
一
員
に
な
っ
た
こ
と
は
、
何
か
運
命
の
よ
う
な
も

の
さ
え
感
じ
て
い
る
。
昨
秋
の
観
月
会
で
の
デ
ビ
ュ
ー
の
折
、

代
表
は
じ
め
皆
様
か
ら
温
か
く
迎
え
て
頂
け
た
こ
と
が
忘
れ

ら
れ
な
い
。
こ
の
心
温
ま
る
シ
ー
ン
を
思
い
出
し
、
一
番
身

近
か
な
歌
人
会
で
多
く
の
先
輩
方
の
輪
に
加
え
て
頂
け
る
幸

い
を
思
い
、
さ
さ
や
か
な
一
滴
を
し
た
た
ら
せ
ら
れ
た
ら
と

願
っ
て
い
る
。

　

自
分
に
限
り
な
く
甘
い
私
は
怠
け
て
ば
か
り
い
て
、
作
歌

の
方
は
サ
ッ
パ
リ
上
達
せ
ず
マ
ン
ネ
リ
を
か
こ
ち
、
時
に
は

顔
を
そ
む
け
た
く
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
ん
な
時
は
横
浜

の
街
を
出
て
港
の
空
を
ぼ
ん
や
り
眺
め
た
り
、
大
岡
川
に
舫

う
小
舟
の
た
ゆ
た
い
に
我
が
身
を
重
ね
た
り
し
て
、
思
い
切

り
心
を
遊
ば
せ
る
。
一
人
住
ま
い
の
気
安
さ
で
そ
の
日
そ
の

日
の
体
調
と
気
分
に
合
わ
せ
て
自
由
気
ま
ま
な
時
を
過
ご
し

又
元
の
自
分
を
取
り
戻
し
て
い
く
。
そ
ん
な
こ
と
の
許
さ
れ

る
今
の
こ
の
生
活
を
決
し
て
手
離
し
た
く
な
い
。
そ
ん
な
思

い
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
昨
今
で
あ
る
。

■
思
わ
ぬ
出
会
い 

─
─
新
入
会
員
自
己
紹
介

● 

新
田
由
美
子

あ
て
ど
な
き
あ
く
が
れ
か
な
し
あ
は
あ
は
と
今
日
も
消け

の
こ
る
夕ゆ
う

明あ
か

り
空　
　
　
　
　
　

村
野
次
郎
『
樗
風
集
』

　

人
生
の
夕
明
か
り
の
時
間
を
、
横
浜
歌
人
会
に
入
会
さ
せ

て
頂
き
、
歌
人
会
の
熱
い
温
か
な
歌
心
に
ふ
れ
、
五
感
が
全

開
、
ま
ぶ
し
い
気
持
ち
で
す
。

　

川
崎
の
海
近
く
の
火
力
発
電
所
の
住
宅
で
生
を
享
け
、
多

摩
川
の
下
流
の
川
岸
で
小
学
校
時
代
を
過
ご
し
、
八
歳
で
病

を
得
て
以
来
、
病
気
が
主
旋
律
の
生
活
。
横
浜
市
神
奈
川
区

の
火
葬
場
近
く
で
の
中
学
、
高
校
時
代
。
入
院
の
た
め
に
出

席
日
数
が
、
ぎ
り
ぎ
り
で
、
当
然
体
育
の
授
業
は
見
学
。
ス

ポ
ー
ツ
に
は
無
縁
。
け
れ
ど
い
つ
も
、
体
育
会
系
に
見
ら
れ

る
の
は
、
な
ぜ
か
し
ら
？　

ピ
ア
ノ
の
道
を
志
す
も
病
気
で

断
念
、
で
も
本
当
の
理
由
は
、「
あ
な
た
程
度
は
星
の
数
ほ
ど
」

と
、
言
う
師
の
言
葉
。
大
学
時
代
は
、
川
崎
の
梨
畑
の
中
に

住
み
国
際
法
を
学
ぶ
も
の
の
、
現
在
の
生
活
と
は
一
切
無
縁
。

　

短
歌
に
出
会
い
「
短
歌
人
」
に
入
会
、
グ
ル
ー
プ
誌
に
加

わ
っ
た
も
の
の
、
蕾
に
も
な
ら
ず
、
八
年
で
挫
折
。
結
婚
と

同
時
に
横
浜
市
中
区
に
転
居
。
病
身
を
忘
れ
て
竪
琴
と
リ
コ

ー
ダ
ー
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
入
り
夢
中
に
。
し
か
し
・
・
つ

か
の
間
で
全
国
で
八
千
人
と
い
う
難
病
を
持
つ
身
に
な
り
、

突
然
、
歌
心
が
湧
き
、
野
﨑
美
智
子
先
生
の
紹
介
で
、
香
蘭

短
歌
会
に
。
余
命
幾
ば
く
も
な
い
と
、
憐
れ
ん
だ
夫
も
同
情

入
会
・
・
の
は
ず
が
、
な
ん
と
、
波
乱
含
み
な
が
ら
も
、
私

は
小
康
を
得
て
夫
は
、
ミ
ュ
ー
ズ
の
虜
に
。
今
や
横
浜
歌
人

会
事
務
局
に
関
わ
り
、
美
し
か
っ
た
（
？
）
リ
ビ
ン
グ
は
、
落

花
狼
籍
そ
の
ま
ま
。

　

私
の
願
い
は
、
夫
へ
の
相
聞
歌
を
残
す
こ
と
。
こ
ん
な
私

で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
夕
明
り
に
憧
れ
て 

─
─
新
入
会
員
自
己
紹
介

● 

長
野
道
子

　

神
奈
川
の
北
西
部
に
位
置
す
る
羽
沢
町
。

　

こ
の
町
に
私
は
四
十
年
の
歳
月
を
す
ご
し
て
い
ま
す
。
初

め
て
訪
れ
た
人
の
多
く
は
農
地
の
広
さ
に
驚
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
ん
も
り
と
し
た
雑
木
林
や
何
十
年
も
生
き
続
け
た
と

思
わ
れ
る
竹
藪
が
あ
る
。
現
代
文
化
の
象
徴
で
あ
る
「
み
ん

と
み
ら
い
地
区
」
か
ら
車
で
三
十
分
は
な
れ
た
羽
沢
町
に
こ

れ
だ
け
多
く
の
自
然
環
境
が
残
っ
て
い
る
事
に
ど
こ
か
ノ
ス

タ
ル
ジ
ー
を
感
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

「
横
浜
キ
ャ
ベ
ツ
」
の
生
産
の
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
羽
沢
町

の
畑
で
収
穫
さ
れ
た
も
の
で
す
。
江
戸
時
代
の
記
録
に
よ

る
と
羽
沢
町
は
水
田
地
帯
よ
り
は
畑
作
地
帯
で
あ
り
石
高
だ

け
で
も
二
百
六
一
石
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在

で
も
そ
の
当
時
の
人
々
が
収
穫
を
祈
っ
た
と
謂
わ
れ
る
農
耕

信
仰
文
化
財
が
羽
沢
の
各
地
に
点
在
し
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
横
浜
市
の
文
化
財
と
さ
れ
て
い
る
庚
申
堂
は
江
戸
時
代
に

建
立
さ
れ
た
石
像
で
三
猿
の
上
に
六
本
の
慈
手
を
か
か
げ
た

珍
し
い
御
姿
で
現
代
の
世
も
農
に
勤
し
む
人
々
や
大
地
の
作

り
出
す
農
産
物
の
豊
穣
を
見
守
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。

　

曲
り
く
ね
っ
た
道
の
辺
に
道
祖
神
、
野
佛
、
馬
頭
観
音
、

地
神
塔
等
見
受
け
ら
れ
自
然
の
ま
ま
に
地
元
の
人
々
に
よ
り

保
存
さ
れ
て
野
の
花
が
供
え
ら
れ
周
囲
の
雑
草
も
い
つ
も
刈

ら
れ
て
い
る
。
は
る
か
遠
く
の
牧
場
よ
り
乳
牛
の
鳴
き
声
の

聞
こ
え
る
の
ど
か
さ
。
浮
か
ん
で
見
え
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ

ワ
ー
や
新
横
浜
の
ホ
テ
ル
に
明
か
り
が
灯
る
頃
沈
む
夕
日
に

畑
一
面
透
き
通
っ
た
光
に
被
わ
れ
ま
す
。
近
代
化
の
進
む
横

浜
の
オ
ア
シ
ス
。
「
畑
を
見
に
き
ま
せ
ん
か
」
と
歌
友
を
誘

ひ
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
ま
す
。

■
羽
沢
町
界
隈 

─
─
横
浜
エ
ッ
セ
イ

● 

荒
川
と
よ
子



7

　
中
川
宏
子
歌
集
『
右
耳
の
鳩
』

高
澤
志
帆

　

『
右
耳
の
鳩
』
は
「
未
来
」
に
所
属
す
る
中
川
宏
子
さ
ん

の
第
二
歌
集
。
前
作
『
い
ま
あ
じ
ゆ
』
に
続
く
六
年
ほ
ど
の

作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
こ
の
時
期
は
、
母
の
入
院
、
介
護
、
母
の
逝
去
に
加
え
て
、

息
子
の
受
験
、
夫
や
私
の
健
康
不
良
な
ど
様
々
な
こ
と
が
起

こ
り
、
嵐
の
よ
う
な
現
実
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」

と
後
記
に
あ
る
よ
う
に
、
家
族
を
題
材
に
し
た
作
品
に
い
く

つ
も
胸
に
留
ま
る
も
の
が
あ
る
。

母
の
前
に
マ
ス
ク
は
づ
さ
ぬ
兄
嫁
に
あ
り
が
た
う
と
言

ふ　

声
は
さ
ざ
な
み

　　

「
あ
り
が
た
う
」
と
言
う
の
は
母
を
見
舞
っ
て
く
れ
た
こ

と
へ
の
謝
意
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
も
母
の
前
で
マ
ス
ク
を
外

さ
な
い
こ
と
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
思
い
が
声
の
微

細
な
震
え
と
な
っ
て
出
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

繊
細
な
作
者
の
気
遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
。

も
う
無
理
は
し
な
く
て
い
い
よ
と
メ
ー
ル
す
る
、
わ
が

子
の
顔
は
亡あ

に兄
に
似
て
き
た

離
れ
ゆ
く
子
の
指
白
く
象
牙
め
き
明
日
へ
と
繋
が
る
細

■book review

会
員
歌
集
紹
介

き
生
な
り

ロ
ー
ソ
ン
へ
行
く
道
す
が
ら
ロ
ー
ソ
ン
ゆ
帰
る
息こ
子
と

遭
ふ
笑
ひ
あ
ひ
つ
つ

　

息
子
の
受
験
と
向
き
合
い
、
そ
の
旅
立
ち
に
、
亡
く
な
っ

た
家
族
た
ち
の
生
の
引
き
継
ぎ
を
見
る
。
情
愛
の
あ
る
歌
だ
。

次
々
に
メ
ー
ル
を
す
る
な
と
言
ふ
人
ゆ
次
々
に
来
る
返

事
を
開
く

　

文
句
を
言
い
つ
つ
す
ぐ
返
信
す
る
夫
に
お
か
し
み
と
さ
り

気
な
い
愛
情
を
感
じ
る
。
家
族
を
詠
う
こ
と
で
著
者
の
生
が

浮
き
彫
り
に
な
る
。
そ
の
生
を
読
者
は
己
に
引
付
け
て
読
む

こ
と
が
で
き
る
。
喪
失
と
情
愛
と
生
を
湛
え
た
一
冊
で
あ
る
。

発　

行
＝
砂
子
屋
書
房

〒101-0047

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
三
‐
四
‐

七　

電
話03-3256-4708

発
行
日
＝
二
〇
一
一
年
六
月
二
九
日

定　

価
＝
二
〇
〇
〇
円
（
税
別
）

＊

　
綿
貫
昭
三
歌
集
『
思
ひ
出
の
樹
』

　
「
会
社
勤
め
を
や
め
て
十
年
に
な
っ
た
。
第
一
歌
集
の
『
貝

桜
』
を
上
梓
し
て
既
に
三
年
が
経
過
し
た
が
二
回
り
目
の
命

を
貰
っ
た
今
、
何
と
な
く
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
人
生
が
惜
し

い
と
思
わ
れ
る
こ
の
頃
で
あ
る
。　

　

現
在
、
私
は
国
内
を
歩
い
て
自
然
と
の
出
会
い
を
深
め
、

そ
れ
を
写
真
に
収
め
、
そ
の
写
真
を
歌
に
詠
み
込
ん
で
い
る
。

い
わ
ゆ
る
写
真
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
が

良
い
か
悪
い
か
は
別
と
し
て
、
そ
ん
な
ま
ね
ご
と
を
し
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
手
作
り
の
写
真
歌
集
『
思

ひ
出
の
樹
』
を
作
成
し
て
み
た
。
」

（
「
あ
と
が
き
」
よ
り
）

　

【
自
選
十
首
】

花
を
摘
む
妻
は
胡
蝶
を
帽
に
留
め
春
爛
漫
の
天
使
と
な

れ
り

か
な
し
み
は
夜
明
け
と
共
に
来
た
り
け
り
娘こ

を
嫁
が
せ

る
朝

あ
し
た
に
な
り
て

剃
り
し
髭
夕
べ
に
な
れ
ば
ぞ
り
ぞ
り
と
生
き
て
ゐ
る
の

だ
こ
の
私
も

頬
寄
せ
て
カ
メ
ラ
に
見
入
る
四
つ
の
眼
ふ
た
り
で
未
来

覗
い
て
を
り
ぬ

思
ひ
出
の
樹
に
も
芽
吹
き
の
季と

き

来
た
る
結
婚
写
真
に
写

る
柿
の
木

着
る
物
は
粗
末
な
れ
ど
も
敗
戦
の
写
真
の
子
ら
は
屈
託

も
な
し

注
連
飾
り
賑
は
ふ
町
の
真
ん
中
を
ぼ
て
ぼ
て
行
け
ば
正

月
近
し

吾
が
庭
の
草
花
野
菜
濡
ら
し
つ
つ
六
月
の
雨
ご
ん
ご
ん

と
降
る

ち
ち
の
み
の
父
を
恋
ふ
れ
ば
わ
が
喉
の
奥
よ
り
出
で
つ

亡
き
父
の
声

か
ら
ん
こ
ろ
ん
コ
ト
ン
と
音
を
立
て
に
け
り
結
婚
指
輪

ト
イ
レ
に
落
ち
て

問
い
合
わ
せ
＝
著
者

〒241-0047  

横
浜
市
旭
区
鶴
ヶ
峰
二
‐
五
四
‐

一　

綿
貫
昭
三

発
行
日
＝
二
〇
一
二
年
一
月
十
一
日
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横
浜
歌
人
会
会
報 

第
一
〇
四
号

発
行
日　

二
○
一
二
年
十
二
月
十
日

編
集
人　

長
野　

義
和

発
行
人　

千
々
和
久
幸

発
行
所　

横
浜
歌
人
会

U
RL http://yokoham

a-kk.art.coocan.jp/

振
替
口
座 00200-5-77630

制
作 

ア
ト
リ
エ
云 

／ 

印
刷 

野
崎
印
刷
紙
器
株
式
会
社

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
配
布
版
の
た
め
、
奥
付
の

内
容
が
印
刷
版
の
も
の
と
は
異
な
り
ま
す
。

◇
新
会
員
の
ご
紹
介

・
浦
崎
真
子
さ
ん
（
こ
と
ば
の
楽
園
）

　
　
　

推
薦
者
＝
吉
野
裕
之
、
髙
橋
み
ず
ほ

・
下
田
総
子
さ
ん
（
沙
羅
）

　
　
　

推
薦
者
＝
伊
藤
宏
見
、
林　

静
峰

・
長
﨑
厚
子
さ
ん
（
純
林
）

　
　
　

推
薦
者
＝
塩
野
崎
宏
、
深
志
聖
子

・
平
尾　

眞
さ
ん
（
日
本
歌
人
）

　
　
　

推
薦
者
＝
後
藤
恵
一
、
朝
井
恭
子

入
会
に
つ
い
て
は
、
横
浜
歌
人
会
会
則
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
）

◇
告
知
板

　

会
員
の
歌
集
・
歌
書
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
会
報
で
ご

案
内
し
ま
す
。
出
版
時
に
会
員
の
方
で
、
二
〇
一
一
年

二
月
一
日
以
降
に
出
版
さ
れ
た
歌
集
・
歌
書
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
左
記
事
務
局
宛
て
に

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
度
の
横
浜
歌
人
会
総
会
・
新
春

歌
会
・
新
年
会
を
、
1
月
29
日
に
、
「
馬
車
道

十
番
館
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
午
後
1
時
か

ら
の
総
会
に
始
ま
り
7
時
の
新
年
会
の
お
開

き
ま
で
、
内
容
の
濃
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
総
会
】

　

総
会
は
、
83
人
の
参
加
（
委
任
状
含
む
）
で
、

藤
田
絹
子
さ
ん
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
を

進
め
ま
し
た
。

　

前
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
な
ど
の

承
認
後
、
新
た
な
運
営
委
員
を
選
出
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
運
営
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
千
々

和
久
幸
さ
ん
が
前
期
に
引
き
続
き
代
表
委
員

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
（
同
時
に
副
代
表
委
員

が
選
出
さ
れ
、
代
表
委
員
に
よ
り
事
務
局
長

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
）
。
ま
た
、
運
営
委
員
会

か
ら
今
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
案
が
提
案

さ
れ
、
す
べ
て
提
案
ど
お
り
に
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

【
新
春
歌
会
】

　

参
加
者
は
45
名
ほ
ど
。
運
営
委
員
・
髙
橋

み
ず
ほ
さ
ん
の
司
会
で
進
め
ま
し
た
。

　

一
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
、
ふ
た
り
の

評
者
を
立
て
、
一
首
一
首
に
て
い
ね
い
に
批

評
を
行
う
方
法
（
横
浜
方
式
？
）
も
定
着
し
ま

し
た
。
ま
た
、
最
後
に
自
由
な
議
論
が
で
き

る
時
間
も
設
け
ま
し
た
。

【
新
年
会
】

　

桜
井
健
司
さ
ん
の
音
頭
で
乾
杯
。
多
く
の

参
加
者
に
ス
ピ
ー
チ
を
お
願
い
し
、
お
話
を

聞
き
な
が
ら
、
お
料
理
と
お
酒
を
楽
し
み
ま

し
た
。
最
後
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
横
浜
市

歌
を
う
た
い
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

＊
平
成
24
・
25
年
度
運
営
委
員

佐
波
洋
子
（
か
り
ん
）
、
高
尾
文
子
（
か
り
ん
）
、 

髙
橋
み
ず
ほ
、
田
谷
幸
子
（
醍
醐
）
、
千
々

和
久
幸
（
香
蘭
）［
代
表
委
員
］
、
角
宮
悦
子
（
は

な
）
、
中
川
佐
和
子
（
未
来
）
、
長
野
義
和
（
香

蘭
）［
事
務
局
長
］
、
間
ル
リ
（
短
歌
人
）
、
平

野
久
美
子
（
短
歌
人
）
［
副
代
表
委
員
］
、
森

藍
火
（
天
象
）
山
本
登
志
枝
、
結
城
千
賀
子

（
表
現
）
、
吉
野
裕
之
［
副
代
表
委
員
］

平
成
24
年
度

総
会
・
新
春
歌
会
・
新
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
─
─

新春歌会：活発な意見交換が行われました。


